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修士論文要旨
第１章：問題と目的
　職場復帰はダイナミックな過程と概念付けされ，休職期
間または復職のみに焦点を置くのではなく，復帰後どのよ
うに仕事のパフォーマンスが維持できるかを検討していく
ことが大事だと言われている（Young et al.,2005）。復職
過程を理解するには，復職後の障害要因として考えられる，
復職者の認知面，行動面，職場環境面の影響性を同定する
必要があることが考えられる。しかしながら，復職者の困
難感に影響を及ぼす要因について個人の認知行動的な特性
および環境要因の双方から検討した研究は，ほとんどない。
第２章：　復職後の困難感尺度の作成とその信頼性と妥当
性の検討（研究１）
　本章では，うつ病と診断され復職中の29名を対象に，職
場復帰の困難感尺度（田上,2011）を一部改訂し，うつ病
休職者の復職後の困難感を測定する項目案（12項目）を作
成した。これらの項目を基に，主因子法プロマックス回転
による因子分析を実施した。その結果，『組織適応での困難
感』，『集中力や体力面での困難感』の２因子５項目の復職
後の困難感尺度が作成された。また，尺度の信頼性と妥当
性が確認され，休職経過日数が増えるほど，復職後の困難
感が強まることが示された。
第３章：復職後の困難感に影響を及ぼす認知行動的及び職
場要因の検討（研究２）
　研究２では，研究１と同様の対象者に，“認知行動的要
因 ”（（1） 自 動 思 考；ATQ-R（Automatic thought 
Questionnaire － Revised；Kendall et al.,1989）の日
本 語 版（ 児 玉 ら，1994），（2） 回 避 行 動；Cognitive-
Behavioral Avoidance Scale（高垣ら，2011）（3）セルフ
モニタリング；（土田・福島，2007））及び“環境要因”（JCQ
職業性ストレス調査票：Job Content Questionnaire日本
語版（Kawakami et al.,1995））と本研究で作成した復職
後の困難感尺度との関連及び影響性について検討した。そ
の結果，認知行動的要因の変数の中でも，特に，自動思考
の下位因子である将来に対する否定的評価が復職後の困難
感に影響を及ぼすことが示された。また，復職後に今後の
行方を否定的に評価することは，復職後の困難感を高める
ことが示唆された。さらに，内省的なモニタリングができ
ていない状態は，組織に合わせていくことへの困難感が高
まる可能性が示された。
第４章：職場復帰前後の困難感の差異の検討（研究３）
　本研究では，うつ病休職者が復職前及び復職後に抱える
困難感の変化を縦断的に調査し，その変化に影響を及ぼす
認知行動的及び環境要因を検討した。うつ病休職者９名を
対象に，復職前及び復職後の２時点において，研究２と同
様の尺度を測定した。その結果，対象者の困難感は，「復職
前」と比較して「復職後」に低減することが分かった。次
に，困難感が復職後に大きく低減した群では，物事を肯定
的に考えること，そして将来を否定的に捉えず，自己を責
めないといった考え方が影響を及ぼしている可能性が示唆
された。
第５章：総合考察
　うつ病経験者の困難感は，復職直後一旦は低減するもの
の，復職後４ヶ月を経過すると徐々に上がっていくことか
ら，復職後も長期間のフォローアップ支援が必要だと考え
られる。フォローアップ支援として，１点目に復職後の心
理面でのリスク説明を行うなどの心理教育の提供，２点目
に，復職後の自身の状態についてのモニタリングを促すよ
うな支援が必要である。３点目に，うつ病休職者において
は，ポジティブな思考を取り入れるような介入，出来たこ
とに目が向けるような介入を支援に取り入れることが，非
常に重要であると考える。
うつ病休職者の復職前後における困難感の差異
及び困難感に影響を及ぼす要因の検討
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